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徳島支部Ⅰ

吉野川支部

美馬・三好支部

阿南・美波支部

徳島支部Ⅱ

577名

547名

323名

495名

1,705名

663名
徳島支部Ⅲ

平成25年度

会員数

4,310名
7⁄ 8
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6月1日の徳島県看護協会通常総会で会員
の皆様からご承認いただき、会長に就任いた
しました。水口前会長さまには、公益社団法
人化など新しい基盤づくりや地域支援活動、
看護職の資質向上に向けて多大なるご尽力
いただき感謝申し上げます。しっかりと引き継
いで参りたいと思います。
徳島県看護協会は社会の変化に対応して

成長・発展してきています。協会の構成は会
員で成り立っております。着実に会員数も増加
し、現在会員数は4,310名です。会員の力が
看護協会の力です。一人でも多くの看護職の
方々とご一緒に看護の発展に力を尽くしたい
と願っております。
本年度の徳島県看護協会の重点事業は
　1．健康で働き続けられる職場づくり

　2．専門性を高める生涯教育の推進
　3．社会の期待に応える地域活動
　4．  長期療養の生活者を支える訪問看護

等の機能強化
　5．本会の目的を達成するための基盤整備
を掲げております。日本看護協会と連携しつ
つ具体的に事業内容を展開しております。
会員の皆様が各事業についてよく理解し、

また興味を持っていただき、考え、工夫し、
実践し、共有し、発信する行動を起こしてい
ただければ有り難いと思います。会員一人ひ
とりが協会運営にご協力いただけますようお
願い申し上げます。
微力ではありますが、「看護の心をみんな

の心に」が拡大・浸透していきますよう頑張っ
て参ります。ご支援よろしくお願いいたします。

会長会長会長会長会会長会長会会長会長長長会会会会会会会会 挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶会長挨拶

会長　森山　節子

おめでとう
ございます

表 彰

山 田 千 里

瑞宝単光章

亀 山 陽 代

徳島県知事表彰

緒 方 静 子

日本看護協会長表彰

 平成 25 年度

役員

役　職　名 氏　　　名 担当委員会名 勤　務　先

理事  会長 看 森 山 節 子 公益社団法人
徳島県看護協会

〃 ・第一副会長 看 吉 永 純 子 職能活動総括・
看護制度委員会

徳島文理大学
保健福祉学部看護学科

〃  第二副会長 看 木 田 菊 恵 支部活動総括・学会担当 徳島大学病院

〃 ・専務理事 保 緒 方 静 子

看護制度委員会・
認定看護管理者
教育運営委員会・
災害看護支援検討委員会

公益社団法人
徳島県看護協会

〃  常任理事 看 水 口 靖 美
徳島県看護協会医療・
看護安全対策委員会・
災害看護支援検討委員会

公益社団法人
徳島県看護協会

〃 ・理事 保 中 瀬 明 代 保健師職能委員長 徳島県東部保健福祉局
（吉野川保健所）

役　職　名 氏　　　名 担当委員会名 勤　務　先

理事 助 岡島 真理子 助産師職能委員長 徳島県立中央病院

〃 ・ 看 森　 恭 子 看護師職能委員長 徳島赤十字ひのみね
総合療育センター

〃 看 内 田 桂 子 美馬・三好支部長 徳島県立三好病院

〃 看 矢 部 公 子 吉野川支部長 J A 阿 波病院

〃 看 池 本 澄 代 徳島Ⅰ支部長 徳島県鳴門病院附属看護専門学校

〃 看 浅 田 洋 子 徳島Ⅱ支部長 徳島市民病院

〃 看 庄 野 泰 乃 徳島Ⅲ支部長 徳島赤十字病院

〃 ・ 看 栗 本 敬 子 阿南・美馬支部長 JA阿南共栄病院

〃 ・ 看 中 野 成 代 広報出版委員会・看護の心
普及プロジェクトチーム委員会 徳島県立中央病院
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事務局
組織体系図

 職　　種 代議員候補 予備代議員1 予備代議員2

保 健 師 中瀬　明代 緒方　静子 松本　正子
助 産 師 岡島真理子 板東　恵子 山下留美子
看 護 師 森　　恭子 水口　靖美 吉永　純子
看 護 師 石田ゆうき 中野　和美 池本　澄代
准看護師 吉川　満枝 岩田　博子

 6月1日（土）9：30～13：00

〈重点事業〉

〈議　　案〉

1　健康で安全に働き続けられる職場づくり
2　専門性を高める生涯教育の推進
3　社会の期待に応える地域活動
4　長期療養の生活者を支える訪問看護等の機能強化
5　本会の目的を達成するための基盤整備

第一号議案　平成24年度決算報告（案）及び監査報告
第二号議案　改選役員及び推薦委員の選出について
　　　　　　平成26年度日本看護協会代議員・予備代議
　　　　　　員の選出について
〈推薦委員〉
保健師 工藤貴久子 徳島県東部保健福祉局
助産師 森内　洋美 徳島大学病院
看護師 山西　初江 徳島県立中央病院
看護師 折村　秀美 田岡病院
看護師 佐原　浩子 徳島市民病院

日本看護協会通常総会代議員・予備代議員候補者の選出について

平成25年度

平成26年度

総 務 担 当

教 育 研 修 担 当

ナースセンター担当

徳 島 担 当

訪問看護ステーション徳島
居宅介護支援事業所徳島

半 田 担 当

複合型サービス事業所あい担当

訪問看護ステーション半田
居宅介護支援事業所半田

阿 南 担 当

訪問看護ステーション阿南
訪問看護ステーション阿南海部支所
居宅介護支援事業所阿南
療養通所介護事業所あなん

事 務 部 門

地域ケア部門

会 長

専務理事・常任理事

平成25年度 公益社団法人 徳島県看護協会

通常総会開催常総会開催通常総会開催
日 時

平成25年

役　職　名 氏　　　名 担当委員会名 勤　務　先

理事・ 看 児玉 真由美 教 育 委 員 会 独）国立病院機構徳島病院

〃 ・ 看 真 鍋 明 子 社会経済福祉委員会 つるぎ町立半田病院

〃 准 吉 川 満 枝 看護制度委員会 阿南医師会中央病院

監事 外部 竹 内 洋 一 さくら税理士法人

〃 看 篠 原　 静 JA徳島厚生連

支　部　名 支 部 長 名 勤　務　先

支
部
長

美馬・三好支部 ・ 内 田 桂 子 徳 島 県 立 三 好 病 院

吉 野 川 支 部 ・ 矢 部 公 子 阿 波 病 院

徳 島 支 部 Ⅰ 　 池 本 澄 代 徳島県鳴門病院附属看護専門学校

徳 島 支 部 Ⅱ 　 浅 田 洋 子 徳 島 市 民 病 院

徳 島 支 部 Ⅲ 　 庄 野 泰 乃 徳 島 赤 十 字 病 院

阿南・美波支部 ・ 栗 本 敬 子 阿 南 共 栄 病 院

氏　　　名 職　能 勤　務　先

推
薦
委
員
会

　工藤 貴久子 保 徳島県東部保健福祉局（徳島保健所）

　山 西 初 江 看 徳 島 県 立 中 央 病 院

　折 村 秀 美 看 田 岡 病 院

　佐 原 浩 子 看 徳 島 市 民 病 院

　森 内 洋 美 助 徳 島 大 学 病 院

・平 井 千 鶴 看 徳 島 県 立 海 部 病 院

・西 美 智 代 保 大 塚 製 薬（株）会 社 診 療 室

・川 西 誠 子 看 徳 島 赤 十 字 病 院

・播 磨 優 子 看 徳 島 県 鳴 門 病 院

・岸本 小百合 助 徳 島 県 立 三 好 病 院

氏　　　名 勤　務　先

保
健
師
職
能
委
員
会

・中 瀬 明 代 徳島県東部保健福祉局（吉野川保健所）

　山﨑 みゆき 南部総合県民局保健福祉環境部（阿南保健所）

・堀 江 陽 子 徳 島 通 運 株 式 会 社

・岡 久 玲 子 徳 島 大 学 保 健 学 科

　前 田 恵 美 徳島県東部保健福祉局（徳島保健所）

・中川 真由美 西部総合県民局保健福祉環境部（三好保健所）

助
産
師
職
能
委
員
会

　岡島 真理子 徳 島 県 立 中 央 病 院

・湯浅 ひとみ 徳 島 大 学 病 院

　西 川 良 江 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

　坂 口 朋 枝 阿 南 共 栄 病 院

　長 尾 朋 美 徳 島 赤 十 字 病 院

・藤 田 美 樹 徳 島 県 鳴 門 病 院

看
護
師
職
能
委
員
会

・森　 恭 子 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

　石 川 和 恵 徳 島 県 立 中 央 病 院

　名 西 明 美 徳 島 県 立 三 好 病 院

　小 林 淳 子 四 国 大 学

・笠 井 一 子 麻 植 協 同 病 院

　向 井 育 子 徳 島 市 民 病 院

・山 川 淳 子 天 満 病 院

　金 山 泰 子 鴨 島 病 院

　石田 ゆうき た ま き 青 空 病 院

　山 口 明 子 老 人 保 健 施 設 陽 だ ま り 苑

 ・印の方は平成24、25年度任期
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職　能 氏　　　名 勤　務　先

広
報
出
版
委
員
会

機
関
紙
発
刊
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

保 ・橋 本 文 子 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

看 ・登 立 好 春 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 　後山 美智代 き た じ ま 田 岡 病 院

助 　谷 崎 知 子 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 ・坂 本 富 江 徳 島 市 民 病 院

看 ・笹 井 知 子 徳 島 大 学 病 院

看 　工 藤 美 恵 独）国立病院機構東徳島医療センター

保 　佐藤 加代子 徳島県南部総合県民局（阿南保健所）

社
会
経
済
福
祉
委
員
会

保 ・六 鹿 裕 子 南部総合県民局保健福祉環境部（美波保健所）

助 　山 田 良 恵 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 　浜 百 合 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

看 ・嶋 田 隆 徳 島 県 立 中 央 病 院

助 ・冨士本 里美 麻 植 協 同 病 院

保 　石 坂 未 来 西部総合県民局保健福祉環境部（美馬保健所）

職　能 氏　　　名 勤　務　先

教
育
委
員
会

看 ・佃 美 樹 徳 島 健 生 病 院

保 　徳永 あいこ 南部総合県民局保健福祉環境部（美波保健所）

看 ・渡 部 尚 美 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

保 　高 松 芳 子 徳島県東部保健福祉局（徳島保健所）

看 ・篠 原 貴 子 徳 島 県 立 中 央 病 院

助 　武 田 美 枝 徳 島 市 民 病 院

看 ・井 村 光 子 徳 島 大 学 病 院

看 　早 渕 由 美 徳 島 赤 十 字 病 院

看 ・小 川 佳 代 四 国 大 学 看 護 学 部

看 　山 本 美 紀 阿 波 病 院

看 ・佐藤由布子 麻 植 協 同 病 院

看 　笹川 美恵子 独）国立病院機構東徳島医療センター

助 　四 宮 洋 子 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 　片 岡 三 佳 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

看 ・西村 三千代 徳島県鳴門病院附属看護専門学校

看 ・比 松 利 江 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

学
会
委
員
会

看 ・谷 洋 江 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

助 ・町 田 美 佳 徳 島 赤 十 字 病 院

看 　千 田 幸 代 阿 南 共 栄 病 院

看 　谷 口 啓 子 徳 島 大 学 病 院

看 ・土井さゆり 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

助 　鈴 記 洋 子 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

保 ・西 谷 範 子 西部総合県民局保健福祉環境部（企画・地域支援担当）

職　能 氏　　　名 勤　務　先
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

看 住 吉 貴 美 徳 島 県 看 護 協 会

保 梅 田 弥 生 徳島県保健福祉部医療政策課

看 荒尾 公美子 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 矢 部 公 子 阿 波 病 院

看 大 下 千 鶴 川 島 病 院

看 埴 淵 明 美 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

看 松浦 智恵美 徳 島 健 生 病 院
訪
問
看
護
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

保 原 美 智 代 西部総合県民局保健福祉環境部（美馬保健所）

助 古 川 明 美 徳島文理大学保健福祉学部人間福祉学科

看 舘　 美 加 阿 南 共 栄 病 院

看 亀井 名美子 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 住 吉 貴 美 徳 島 県 看 護 協 会

看 入江 賀誉子 板野郡医師会訪問看護ステーション

看 豊 野 弥 生 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 水 口 靖 美 徳 島 県 看 護 協 会

准 山 口 浩 志 ど り ー ま ぁ サ ー ビ ス

職　能 氏　　　名 勤　務　先
認
定
看
護
管
理
者
教
育
運
営
委
員
会

看 大 岡 裕 子 徳島文理大学保健福祉学部看護学科

看 木 田 菊 恵 徳 島 大 学 病 院

看 中 野 成 代 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 庄 野 泰 乃 徳 島 赤 十 字 病 院

看 大 柳  薫 独）国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校

看 松 村 康 代 徳 島 県 看 護 協 会

保 緒 方 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

災
害
看
護
支
援
検
討
委
員
会

看 岸　 由 希 枝 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 服 部 裕 子 徳 島 赤 十 字 病 院

看 祖父江 定子 麻 植 協 同 病 院

看 松 下 恭 子 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

看 原  良 江 徳 島 市 民 病 院

保 梅 田 弥 生 徳島県保健福祉部医療政策課

看 井 澤 千 恵 阿 南 共 栄 病 院

看 一 堂 幸 代 徳 島 県 鳴 門 病 院

保 緒 方 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

看
護
制
度
委
員
会

保 浦 西 由 美 徳島県保健福祉部医療政策課

保 緒 方 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

看 吉 永 純 子 徳島文理大学保健福祉部看護学科

看 日野出 裕美 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 森  恭 子 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

看 埴 淵 明 美 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

准 吉本 さよ 子 稲 次 整 形 外 科 病 院

看
護
の
心
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

保 緒 方 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

保 梅 田 弥 生 徳島県保健福祉部医療政策課

看 栗 本 敬 子 阿 南 共 栄 病 院

看 浅 田 洋 子 徳 島 市 民 病 院

看 庄 野 泰 乃 徳 島 赤 十 字 病 院

看 池 本 澄 代 徳島県鳴門病院附属看護専門学校

看 三木 満理子 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

看 長 尾 春 美 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 矢 部 公 子 阿 波 病 院

看 内 田 桂 子 徳 島 県 立 三 好 病 院

看 緒方 江里子 徳 島 県 立 海 部 病 院
徳
島
県
看
護
協
会
医
療
・
看
護
安
全
対
策
委
員
会

看 水 口 靖 美 徳 島 県 看 護 協 会

看 佐 藤 由 美 独）国 立 病 院 機 構 徳 島 病 院

看 藤 本 藤 枝 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 後 藤 宮 子 稲 次 整 形 外 科 病 院

看 川 原 明 美 阿 波 病 院

看 松 田 恵 美 子 徳 島 赤 十 字 病 院

看 長谷 奈生己 徳 島 大 学 病 院

看 久次 米清子 徳 島 県 鳴 門 病 院

 ・印の方は平成24、25年度任期
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 看護師職能集会

看護の未来を創造する　
～私たちの仕事と専門性～

徳島県鳴門病院附属看護専門学校　

池本  澄代　

　看護師職能委員会Ⅰ病院領域は、松月委
員長から「元気とエネルギーを持ち帰って欲
しいと思い、今回の企画をした」との挨拶から
始まった。平成25年度は、昨年度以上にネッ
トワーク強化の拡大を目指し、病院領域で働く
看護職の意見をタイムリーに集約し、抽出し
た課題から、政策的な提言につながるよう活
動を進めていきたいと述べられた。また特別
講演では、小惑星探査機「はやぶさ」のプロ
ジェクトマネージャを務められた川口氏から
チームで目標達成できたこと、やれる理由を見
つけて挑戦しない限り成果は得られないなど、
楽しく興味深く聴くことができたと共に、勇気を
いただいた講演であった。

 保健師職能集会

保健師の活動指針の見直しに
かかる議論と新指針のポイント

徳島県東部保健福祉局（吉野川保健所）　

松本 正子　

　平成25年度全国保健師交流集会が、6月
6日にホテルニューオータニ幕張で開催されま
した。平成24年度報告及び25年度活動方
針説明、厚生労働省　尾田保健指導室長
による特別講演（「保健師の活動指針の見直
しにかかる議論と新指針のポイント」）等の内
容でした。
　25年度の活動方針として、次の3点が示さ
れました。
①保健師活動体制の確保（保健師活動指
針の普及、統括保健師の配置の推進等）
②保健師活動の機能強化（統括保健師人
材育成プログラムの開発等）
③地域包括ケアシステムにおける保健師の
機能と役割の実態把握（全国実態調査と
課題整理、政策提言等）
　また、特別講演では、新たな保健師活動
指針見直しのポイントとして、①局長通知一
本化②保健師活動の基本的な方向性の整
理③地区担当制の推進や統括保健師の明
示④福祉、介護保険の各領域への吸収をあ
げられました。
　徳島県保健師職能委員会においても、こ
れらを参考に活動を進めたいと考えますので、
御協力よろしくお願いします。

 助産師職能集会

ALL JAPANで活用する
助産師のクリニカルラダー

つるぎ町立半田病院　

宇山 弓子　

　平成25年度全国助産師職能集会が300
名会員の参加のもと、6月6日、千葉県幕張メッ
セで開催されました。
　日本では30％の妊産婦が助産師のケアを
受けることなく妊娠・出産・育児を体験されて
います。そのため、「すべての妊産婦と新生
児に助産師のケアを提供する」「安全で安心
な妊娠・出産・育児環境の整備」を目的につ
ぎの活動目標が挙げられました。
　1．助産師出向システムの推進
　2．助産師のキャリアパス／助産実践能力習

熟段階（クリニカルラダー）の開発・普及
　3．助産実践能力評価制度（仮）の推進
　4．看護職の新生児蘇生法インストラクター

人数の把握と活用推進
　5．院内助産システムのさらなる推進
　6．「分娩施設における災害発生時の対応

マニュアル作成ガイド」の普及と分娩取扱
施設における災害マニュアル作成推進

　7．「日本のお産を守れ！プロジェクト」の推進
　現在助産師を取り巻く環境は、混合病棟
の増加・助産師の就業先偏在など多くの問
題を抱えています。私達職能は、「安全・安
心」の提供のため、助産の質の向上、助産師
が働きやすい職場作りを目指し活動していくこ
とが昨年度に続き再確認されました。

 6月4日（火）13：30～18：00
平成25年度 日本看護協会

通常総会会通常総会
平成25年

第1日

 6月5日（水） 9：30～16：00
平成25年

第2日

  平成25年度日本看護協会通常総会に参加して
看護師職能徳島県鳴門病院附属看護専門学校　池本 澄代　

　今年度は、すべての都道府県看護協会が公益社団法人へと移行し、初め
ての通常総会であった。開会の挨拶では、坂本すが会長から平成24年度の
重点事業について大きく成果のあった3点について説明があった。また、2025
年問題を間近に控え「治す医療」から「支える医療」へ、「病院」から「在宅」
への転換が迫られており、この転換に対応するために看護職も「進化」と「深
化」を続けていく専門職でなければならないと強調された。

松本  正子　徳島県東部保健福祉局（吉野川保健所）

宇山  弓子　つるぎ町立半田病院

池本  澄代　徳島県鳴門病院附属看護専門学校

石田 ゆうき　たまき青空病院

吉川  満枝　阿南医師会中央病院

報 告 平成25年度 全国職能交流集集会平成25年度　全国職能交流集会

公益社団法人 日本看護協会代議員
平成25年度

保

助

看

看

看

て
重
年
へ
化

重
年
へ
化

看看看看護専門学校
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私は就職先とし
て病院ではなく

、重症心身障

害児者施設を
選びました。そ

の理由として看

護と社会福祉の
分野が両方学べ

、長期間、障

がい者と関わる
事ができ治療

から生活にわ

たる支援など包
括的な関わりが

できるからで

す。現在は新人
看護師の指導や

センター内の

コンピューター
システム作りの

業務もしてお

り充実した日々
を送っています

。今後もナー

スマンとして存
在感をだせる活

躍ができるよ

う頑張っていき
たいです。

徳島赤十字

ひのみね総合療
育センター

中野 顕作

私は

害児

看護学校

ていただ
内科に配
恵まれ、と
事をさせ
は責任が
者さんが
う」と感謝
す。常に患
働いている
あ る よ う

徳島市民病院

谷澤 大介

看護学

ていた

私が就職した当初は学生と社会人と
のギャップに

戸惑い、日々の学習も大変でした。

しかし、先輩たちが丁寧に指導して下
さり「全員で

新人を育てる」という環境があったの
で、なんとか

やってこれました。今年、3年目とな
り指導ナース

となりました。新人さんの質問に答
えるために分

からないことは一緒に勉強しながら
奮闘する毎日

です。

今では、看護師は患者さんの笑顔や
元気な姿をみ

て、明日への活力をもらえる素晴らし
い仕事だと

思っています。
徳島大学病院

西森 俊英

看護師にな
って10年目

を迎えました
。1年間

の臨床研修
看護師制度

を終了した
後に、

ICU・救急外
来を経験し

、現在は救命
救急セ

ンターで勤務
しています。

入職してから
これま

での間、救急
看護に携わ

る機会が多
かったた

め、救急患者
や家族に対

する看護に
ついて

もっと学びた
いと思い、昨

年は救急看
護認定

看護師教育
課程での研

修を受けてき
ました。

患者さんとの
関わりの中で

学ぶことが多
い毎

日です。これ
からも救急

という限ら
れた時間

の中で、対象
の「生」を支

える事が出来
る看護

師として努力
していきたい

と思っていま
す。

徳島赤十字
病院

坂田 司

　看護の職場でも男性　
徳島県看護協会の会　

193名とな　
まだまだ女性が　

　今回は頼れる仲間！！　

日々勉強

療育まっ
しぐら

患者さ
んの

　「生」
を支える 男看護師の　　こころ意気
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を卒業後、徳島市民病院に就職させ
き4年目となりました。消化器外科
属になり、温かく優しい先輩、同期に
ても働きやすい環境で日々楽しく仕
ていただいています。看護師の仕事
重く、大変なことが多いですが、患
回復し退院していくとき、「ありがと
されるときにはやりがいを感じま
者さん中心に、また男性看護師が
ことが職場に少しでも良い影響が
日々努力していきたいです。

私は3年間精神科病棟で勤務し、今年から脳外科病棟に配属となりました。

仕事内容は変わりましたが、せん妄や不穏を起こす患者さんもいるため、

精神科で学んだコミュニケーション技術で患者さんの話を傾聴し、不安

を抱いている患者さんには関わりを密にし、安心感を与えられるような

看護を行っています。脳外科病棟は目が回るほど忙しいですが、質の高い

看護が提供できるように、これからも頑張っていきたいと思います。

徳島県立三好病院
増田 雄太

◀脳外科IKEめんず（左から）
増田 雄太 くん
皆本 高志 くん
西村 悠 くん

看護師として、今
年で17年目とな

りました。

外来、内視鏡室、
外科・脳外科・内科

病棟、手

術室を経験しまし
た。それぞれの部

署で関わ

る患者さんやスタ
ッフの思いを知り

、それぞ

れの段階での患者
さんへの関わり方

や各部

署との連携をスム
ーズに行う事等を

学ぶ事

が出来ました。

現在は、クリニッ
クと併設している

老人保健

施設で、看護管理
者として勤務して

います。こ

れまでの経験を活
かし、職員の教育

・指導を

行い、地域の中で
信頼される組織づ

くりを行

なっていきたいと
思います。南徳島クリニック

高岡 正和

張っていき

看護師として、今

外来、内視鏡室

を経験しま

男性看護師のみなさん、それぞれ活躍してい
ることと思います。当院は、単科精神科病院
なので、比較的沢山の男性看護師が活躍して
います。それでも女性スタッフの方が、圧倒的
に多数ではあります。みんなやさしく、綺麗
な看護師さんばかりで何一つ気を使う事も
なく、楽しく仕事をしています（^_^;）。です
から、研修会などで男性看護師に会うとそれ
だけで親近感が湧いたりします。共にがんば
りましょう（笑）

社会医療法人あいざと会
藍里病院

河西 晴夫

の割合が増えています。
員4,310名中男性は
っています。
多い現場の中で
ナースマンを紹介します。

ホップ・ステ
ップ・

ナースマン

心によりそう看護

  地域で
信頼され

る

組織づく
りを目指

して
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　『これからの住宅看護のあり方』と題して公益社団法人日本看護協会齋藤訓子常任
理事に講演していただきました。
　「高齢多死社会の到来を前に “いつもの暮らしを最期まで支える” ための訪問看護師
の役割は大きい。」そのための、訪問看護師人材育成や管理者の経営
能力強化等に関する事業についての講話。利用者が必要な資源を活
用し、生活の質を向上させるお手伝いをする、また、安らかな終末を過
ごせる支援ができる訪問看護についてのお話がありました。
　当日は県内の看護師や介護職員、地域の方もご参加いただき、116
名の参加がありました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

　今年も29 施設 1支部にご協力いただき、健康チェックや健康相談等実施、講演会、ミニコンサート等も開催
されました。参加者総数は例年を上回り5,500 人を超えました。
　看護週間行事へ参加いただきました関係者の方々のご尽力に深くお礼申し上げます。

報 告 2013年看護の日・看護週間行事2013年看護の日・看護週間行事

イベント開催5/8
〜
5/19

特別講演会を開催（徳島県看護会館）5/12

　日本看護協会との連動企画で5月12日（日）～18日（土）の「看護週間」を中心に、3台のPRバスが東日本ルー
トと中日本ルート、西日本ルートに分かれ、全国キャラバンを実施しました。徳島にも5月17日（金）に、看護協
会へ到着後、フジグラン北島様とゆめタウン徳島様のご協力により30 分間停車し、「看護の日」をPRしました。

「PRバス全国キャラバン」徳島を走る！5/17

ミニコンサート
（徳島県鳴門病院附属看護専門学校）

阿波踊り体操
（江藤病院）

血圧測定と健康相談
（徳島支部Ⅲ）

講　演
（中洲八木病院）
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ナースセンターは求職者に適切な職場を探すお手伝いや悩みの相談等看護職のサポーターとして
活動しています。

1 求求求 職職職 相相相 談談談
看護職の免許を持っている方または取得予定の方に、希望内容をお伺いし、求人情
報を紹介し、就職のお手伝いをしています。インターネットからでも登録・検索・閲
覧ができます。

2 求求求 人人人人 相相相相 談談談 看護職員を求めている施設に求職者を紹介するお手伝いをしています。
インターネットからでも登録・検索・閲覧ができます。

3 看看看護護護職職職相相相談談談室室室
医療現場や人間関係で悩まれている方はご利用ください。
　一　次　相　談　（毎月曜日～金曜日13：00～16：00　随時可能）
　カウンセリング　（第1・第3木曜日13：00～16：00　完全予約制）
　※個人情報は厳守いたします。

4 「「「訪訪訪問問問看看看看護護護eeeラララーーニニニンンングググ」」ををを活活活用用用しししたたた
訪訪訪問問問看看看護護護師師師養養養成成成講講講習習習会会会

平成25年度　6月19日開講　
11月26日修了式　25名受講中

5 看看看護護護ののの心心心ののの
普普普及及及

・看護の日・看護週間でイベントを実施し、一般市民の方に看護に関心を持ってい
ただけるようにしています。

・ふれあい看護体験や看護の出前授業を看護に興味を持ってもらい、看護職を目
指す一助になればと実施しています。

6 就就就業業業業業業業業業
アアアドドドドドドドバババイイイザザザーーー

平成25年度のナースセンターは看護職員不足の深刻な西部・南部圏域に就業アド
バイザーを配置し、看護職を必要とする求人施設に募集内容にマッチする求職者を
紹介できるよう活動しています。

ナースセンターは、徳島県知事の指定を受けて、徳島県看護協会が運営している

「看護職無料職業紹介所」です。
ナースセンターでは職業紹介の他にも、看護の心普及事業や訪問看護師養成講習会等も実施しています。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

ワワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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20

医療看護安全対策委員会 

指差し呼称の 効果

忙しい時こそ 指 さ し 呼 称

1. 何もしない
2. 呼称する
3. 指差しする
4. 指を差して呼称する

行動は正確になり、何もしない
場合に比べて指差し呼称すると、

誤りの確率約 6分の 1

指さし呼称による効果

1．大きな声をだし、
指をさすことで、
大脳が活性化す
る。

2．声を出すことで口
の周りやほほの咬
筋が働き、意識の
緊張を高める力を
発揮する

3．指さしにより、意
識が自分の外に向
けられる

4．指さしで自分と外
界が結びつき、正
確に対象を認知す
る。

5．筋肉運動を伴う行
動は意識に残る

指差しの
練習！
基本姿勢！
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ワークライフバランス（WLB）推進

ワークショップ事業3施設参加！
勤務環境
改善推進
委員会

・自施設で取り組んだ結果を発表します。専門家等の助言を基に
して、次年度以降の継続的な取り組みにつなげます。

・2／ 11（火）

・ワークショップで策定したアクションプランを各施設で実践しま
す。
・10月～2月

・参加者の助言を得ながら、問題解決のためのグループワークを
行います。（KJ 法による課題の抽出）（課題解決へのアクション
プランの作成）
・10／13（日）

・ワークショップの実施に先立ち、参加施設が自施設のWLB実
現度を把握するための調査を行います。今後の取り組みを検討
する際の資料とします。
・7／1 ～ 7／12

看護職のワークライフバランスの推進で、健康で安全に働き続けられる職場づくりを支援します。
事業の目的

参加施設の動機

参加施設　 主なスケジュールの流れ

JA麻植協同病院：

町立上那賀病院：

三野田中病院：

WLB
インデックス
調査

ワークショップ
に参加

フォローアップ
ワークショップ

参加

自部署での
取り組み

結果を発表します。専門家等の助言を基に
継続的な取り組みにつなげます。

お互い様精神で
助けあいましょう！

看護の質を向上させるため、活気ある職場づくりとWLBを

基盤としてキャリア開発ができるよう取り組みたいと参加しまし

た。また新人看護師が働きたいと選んでもらえる魅力ある職

場づくりに繋げたい。

WLBに参加することで、当院の問題が明らかになると思い

ます。第3者の指導を受けながら業務改善等に取り組み、仕

事と生活の調和の取れた職場づくりをめざしたい。

短時間勤務者・パート勤務者など、多様な勤務形態で働い

ている看護職員の満足度を知る機会となり、また今後の看護

部運営において改善点や評価できる点などを見つめ直すこ

とができると思い参加しました。
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　新コーナー「輝く戦士！！
ナースマン」いかがでした
か。
　今後も、皆様に身近に感
じる話題、トピックスをお届
けできる様、頑張ります。
　ご感想、ご意見、お待
ちしています。

（広報出版委員一同）

基本設計が完成し、8月には建設工事に
取りかかる予定です。

1 開所予定
　平成26年 4月

2 移転場所
　徳島県美馬郡つるぎ町半田字中藪
　つるぎ町立半田病院　敷地内
　敷地面積453m2（137坪）

3 新施設の概要
　鉄骨2階建て
　延床面積　186m2 （56.5 坪）
　1階 132m2（40坪）訪問看護事業所
　2階 54m2（16.5 坪）会議・研修室

報 告

訪問看護ステーション半田の
新築移転に向けた
取り組み状況について

貞光駅

美馬市役所

吉野川

阿波半田駅

旧事務所

新移転場所

192

126

127

256

257

12

事務局からのお知らせ

詳しくは、日本看護協会HPをご覧ください。

日本看護学会 新領域の概念図-平成26年度より施行

平成26年度日本看護学会－学術集会が、
徳島県で開催されます。

　日 時

　場 所

　領 域

平成26年 9月11日・12日
アスティとくしま

慢性期看護

h t t p : / / w w w . n u r s e . o r . j p /

看護倫理
医療安全
感染予防

国際看護活動
看護情報

急性期看護

看護教育

看護管理

ヘルス
プロモー
ション

精神看護

在宅看護

慢性期看護


